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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

□４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 □5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 6
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 8
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 11

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　■2.同程度　□3.低下（　％）　番号： 2
2.工程 □1.短縮（　％）　■2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 2
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

４

1-1-2.共通工／共通工

評価（事前・事後）

分類

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学

CB-180029-A

活用の効果

落ちふた式Ｕ形側溝ふた
0%
0%

登録番号

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 流レール蓋
収受受付年月日

平成30年11月22日

集水・排水性能を高めた側溝蓋 開発年

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

中部地方整備局 平成30年12月6日

番号：

問合せ先

株式会社ニュー・メソッド 岐阜県岐阜市薮田南1丁目７－１６第一岐阜県ビル405号室

技術部
058-215-8962

山下　真靖　

058-215-8963

054-629-7667

h-hayashi@maruji.com

m-yamashita@maruji.com

登録No. 1674

2(1)

2017

□1.工法　□2.機械　□3.材料　■4.製品　□5.その他

変更受付年月日

株式会社丸治コンクリート工業
所
株式会社ニュー・メソッド
松岡コンクリート工業株式会社

①何について何をする技術なのか?
・側溝蓋について、集水能力と排水能力を付加し、集水性・排水性を向上する技術です。
②従来はどのような技術で対応していたのか?
・従来は、集排水機能のない落ちふた式U形側溝ふたを使用していた。
③公共工事のどこに適用できるのか?
・各種蓋掛け側溝蓋(JIS型側溝蓋、自由勾配側溝蓋、防音ゴム付側溝蓋、旧建設省規格蓋、各種県型側
溝蓋、騒音低減型側溝蓋等)を使用する箇所。
・対応可能な側溝幅はW=250～500。製品長さはL=500～L=2000。これ以外のサイズについては別途検討
が必要。

静岡県焼津市八楠1-3-8神晃ビル2F-C

営業部 054-629-7668

林　浩理

株式会社丸治コンクリート工業所



流レール蓋 登録No. 1674

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） １（１）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

国土交通省土木工事標準積算基準書（添付資料-8）
静岡県土木工事標準積算基準（添付資料-9）

・製品の管理基準は、日本工業規格　JIS A 5372鉄筋コンクリート製品
・土木工事施工管理基準　H30年10月　2-3-29側溝工　静岡県交通基盤部監修（添付資料-7）

A-2

・基本的に人力で施工を行う。（従来技術と同様）

■1(1).歩掛りあり（標準）　□1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

流レール蓋3種300用L=500　1,060円／枚（H30年度静岡県単価）

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（流レール蓋パンフレット（添付資料-1））

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
従来技術（製品）との比較
①蓋表面に集水機能としての窪みを設けているため、平坦性がやや劣る。

（長　所）
従来技術（製品）との比較
①集排水性能が５倍程度向上するため、品質が向上。
②路面水の集水性能が向上するため、道路や歩道のスリップ・凍結が低減でき、安全性が向
上。
③民地側への越流防止機能が向上するため、周辺環境への影響が軽減される。
④鋼製グレーチング蓋の代替として「流レール蓋集水用」の採用が可能。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）



登録No. 1674

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の 日本工業規格　JISA5372

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明 H29年5月1日

証明機関 証明機関

日本建築総合試験所

証明範囲 証明範囲

落ちふた式U形ふた流レール（各サイズ）

・荷重条件（車道、歩道、縦断、横断）に適合する製品を選択してください。
・対応可能な側溝蓋はＷ＝２５０～５００。製品長さはＬ＝５００～２０００。これ以外のサイズ
については別途検討が必要。

（適用できる条件）
・路側または公園等施設等の側溝蓋。・車両荷重 T-2～T-25。・側溝幅 W=250～500mm、L=500～
2000mm。・鋼製グレーチング蓋の代替として「流レール蓋集水用」の採用も可能

特になし

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 流レール蓋

A-3

（適用できない条件）
・横断部については、製造社に相談のこと。

・特になし。

１）残された課題：桝蓋、幅広蓋への対応。
２）開発計画：製品バリエーションを平成31年度以降拡充する。

・流レール蓋は、従来技術である落ちふた式Ｕ型側溝蓋に比べて集排水機能が5倍に向上。
（流水捕捉能力　流レール蓋：３．９ ／10秒、落ちふた式Ｕ形側溝ふた：０．７ ／10秒）

・従来技術である落ちふた式Ｕ型側溝ふたと流レール蓋の「流入比較試験報告書」（添付資料-3）
及び「越流性能比較簡易試験報告書」（添付資料-4）
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登録No. 1674

実績件数 公共機関： 74 民間：

発　注　者 施工時期
中部地方整備局
岐阜国道事務所

2017/04～
2019/03

中部地方整備局
高山国道事務所

2017/08～
2018/11

下呂市 2017/03～
2017/03

下呂市 2016/12～
2017/07

可児市 2016/07～
2017/05

岐阜県可茂土木事務所 2016/09～
2017/07

可児市 2017/06～
2018/03

岐阜県可茂土木事務所 2017/01～
2017/10

可児市 2016/12～
2018/01

岐阜県下呂土木事務所 2017/09～
2018/07

4027151117

4028010982

4030350704

4028993746

4028836364

4034626018

50

CORINS登録No.

4031005137

4027273581

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 流レール蓋

工　事　名

公共安全施設整備下呂小坂線

市道56号線（二野・大森線）補強土
壁工事

公共防災・安全交付金（急傾斜地崩
壊対策事業）（翌債）工事

平成29年度市道2211・25号線道路
改良工事

平成28年度市道43号線道路改良工
事

工河単第局45-4号線道路改良事業
工事

平成29年度美濃加茂管内維持修繕
工事

平成29年度41号下呂管内整備工事

馬地工第36号

幸田3・8号排水路新設（1-2）上流
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美濃加茂市地内 土岐市地内

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 流レール蓋

A-5

静岡市地内 池田町地内

中津川市地内 富士宮市地内


